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１．ねらい

横手市大雄地区ではピーマン栽培が盛ん

であるが、 年、相次いでウイルス症2005
状株の診断依頼があり、ペッパーマイルド

モットルウイルス（ ）とキュウリPMMoV
（ ） 。モザイクウイルス が検出されたCMV

他の栽培農家でもウイルス症状が散見され

るようであったので、地区のピーマン農家

でのウイルス病発生実態を明らかにする。

また、 によるモザイク病が激発PMMoV
した農家では 型抵抗性品種の「京鈴」L3
を導入することにしたが、抵抗性品種によ

る 防除は本県初の事例であると共PMMoV
に、近年、他県で 型抵抗性品種を侵すL3
系統の発生が報告されているので、防除効

果を確認する。

２．試験方法

（１）調査農家：大雄地区のピーマン栽培

農家 戸（表 。9 1）
（ ） 、２ ウイルス症状の発生状況： 年2006
定期的に達観で調査を行った。

2005 A F（３）ウイルス検定： 年に農家 と

Capsicumで発生した の罹病葉をPMMoV
PI159236 L3/L3 L3chinense （ ）に接種して

。 、打破系統であるかどうかを調査した また

最終調査（ 月 日）の際に採集した病8 24
葉を およびササゲに汁液Nicotiana glutinosa
接種し、病原ウイルスの特定を行った。

３．結果及び考察

（１） 年に農家 と から採取した2005 A F
罹病葉を （ ）に接種PMMoV PI159236 L3/L3

したところ、何れも接種葉にえそ斑点を生

じたのみで、上葉での症状は認められなか

ったことから、 打破系統ではないと同L3
定した。この結果を基に、 によるPMMoV
モザイク病が激発（達観による発病株率

％）した農家 では 型抵抗性品種100 A L3

の「京鈴」を導入することにした

（２） 年、農家 （ 京鈴」を導入）2006 A 「

と農家 では最終調査までウイルス症状がI
6確認されなかったが、その他の農家では

月 日の調査時からウイルス症状が認め21
られ、最終的に発病株率 ～ ％となっ13 85
た（図 。ウイルス症状はほとんどが退1）
緑斑紋で、まれに によるとみられるCMV
えそ、トマト黄化えそウイルスによると見

られるえそ輪紋症状株も認められた。

8（ ）３ ウイルス症状が確認された農家から

月 日 に 採 取 し た 病 葉 か ら は 何 れ も24
のみが検出された（表 。PMMoV 1）

（４）農家 は前年に比べ増収であったA
（前年度対比 ％ （表 「ニュー土184 2） ）。

佐ひかり」では により可販収量がPMMoV
約 割に減少することが報告されているこ4
とから 「京鈴」の高収量性とともに、

1)
、

抵抗性の効果であったと考えられPMMoV
る。

（５）以上の結果から、横手市大雄地区で

見られるウイルス症状は主に によPMMoV
るモザイク病であり、多くの農家で発生し

L3ていることが明らかとなった。また、

型品種の導入により本病を防除できること

が確認された。

４．まとめ

横手市大雄地区のピーマン農家で広く発

生しているウイルス症状は主に にPMMoV
よるモザイク病であり、 型抵抗性品種L3
の導入により本病を防除できる。

近年、他県で 型抵抗性品種に感染すL3
る 系統の発生が報告されているのPMMoV
で注意が必要である 。特に、同じ圃場で2)

感受性品種と抵抗性品種を作付けることは

打破系統の出現を促すので行わない。

型抵抗性品種への更新にあたってはL3
品種の栽培特性に注意して栽培する。
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図１ ピーマンのウイルス症状の発生推移（ 年） 図２ によるモザイク病2006 PMMoV
（退緑斑紋症状）
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表１　作付け品種、調査規模とウイルス検定結果（2006年度）

京鈴a 緑豊R
ｽｰﾊﾟｰ土
佐ひかり

土佐ひ
かりD

A ○ 2 750 －
B ○ ○ 1 264 PMMoV
C ○ 2 289 PMMoV
D ○ ○ 2 700 PMMoV
E ○ 2 455 PMMoV
F ○ ○ 2 701 PMMoV
G ○ ○ 2 600 PMMoV
H ○ ○ 2 416 PMMoV
I ○ 1 416 －
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表２（参考）　2005、2006年のピーマン収量の比較
農家 2005年 2006年 2006年/2005年

A 2873 5295 184%
B～Iの合計 47088 43949 93%
・農家A、B～Iの合計の栽培規模に変化はない
・両年とも8月20日（17年度、農家Aが出荷を終えた
日）までの累計（kg）




